
にいがた言友会25周年記念 ＆ 10.22国際吃音啓発の日 関連事業

吃音講演会第5回にいがた吃音フォーラム

今日からできる吃音支援
子供から大人まで

1997年発足のにいがた言友会、おかげさまで設立25周年を迎えました。

そこで、これまで支えてくださった皆さまへの感謝の気持ちを込めて、

「第5回にいがた吃音フォーラム」を開催いたします。

吃音のある当事者の方、ご家族の方、言語聴覚士や通級教室教師など

支援されている方、吃音問題に関心のある方、是非ご参加ください。

日時

会場

定員 100名 先着順

無料

2023年

13:30～16:30
10月29日(日)

（上越市土橋2554）

上越市市民プラザ 第一会議室

参加費

（受付13:00～）

慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科学教室

富里 周太

耳鼻咽喉科医師。

2011年慶應義塾大学医学部卒業。

2016年日本鋼管病院勤務時代に、吃音外来を

開設し、その後国立成育医療研究センターや現

職の慶應義塾大学病院で吃音診療に携わる。

映画「志乃ちゃんは自分の名前が言えない」や

「ブラック校則」で吃音について監修を務めた。

講師

主催：にいがた言友会
共催：上越言語治療教育研究会

後援：特定非営利活動法人 全国言友会連絡協議会

         新潟県上越地域振興局健康福祉環境部

 上越市 上越市教育委員会 上越教育大学

 上越市社会福祉協議会 新潟県言語聴覚士会

この事業は赤い羽根共同募金助成事業の支援を受けて実施しています

お問い合わせ

にいがた言友会 事務局

にいがた言友会

TEL 090-7175-2617（カネコ）

https://niigata-gyk.wixsite.com/index

※対応できる時間が限られますので、なるべくメールでお問い合わせください

MAIL  ni.gen001@gmail.com

（申込不要、直接会場にお越しください）

吃音のある人が豊かに幸せに生きるためにできる吃音支援について、
吃音当事者でもある専門家がわかりやすくお話しします！



〒943-0821 新潟県上越市土橋2554
TEL：025-527-3611
FAX：025-522-8200

駐車場：無料 441台

●高田駅より（約3Kｍ）
タクシー：約10分（約1,100円程度）
バス：約10分（片道 約180円程度）

●直江津駅より(約5Kｍ）
タクシー：約15分（約2,100円程度）
バス： 約15分（片道 約320円程度）

●北陸自動車道・上越インターより
高田方面：寺IC右折→栄町東交差点右折
直江津方面：三田IC左折→上越市役所入口交差点左折

市民プラザへのアクセス

にいがた言友会とは？

吃音とは「言葉がつまりやすい・なめらかに話せない症状」のことで、かつては「どもり」とも呼ばれていました。主な症状
は①繰り返し（例：あああありがとう）②引き伸ばし（例：あーーりがとう）③ブロック（例： ・ ・ ・ ありがとう）
の 3 つがあります。話すときに手や足を動かしたり顔が震えたりする随伴運動がともなう場合もあります。

吃音をもつ人は 100人に1 人の割合でいると言われていますが、症状の度合いは人によって異なります。

吃音によって引き起こされる問題は、「スムーズに話せないこと」そのものだけではありません。吃ることを恐れるあまり
人前で話すことに消極的になったり、「吃る自分」をネガティブに感じて苦悩を深めたりすることが問題の本質です。
また、表面的な症状の重さと心理的な悩みの深さは必ずしも一致しません。周囲の人からは問題がわかりにくいの
も吃音の特徴のひとつです。

吃音とは？

１. 話しの前に態度で決まる
２. おおいにどもろう、どもって本音を語ろう
３. ゆっくり話そう、声を出そう、

  自分の声を聞きながら
４. 目をうまく使おう、

  目は勇気と自信の表れだ
５. 言いたいことを言おう、

  やりたいことをやろう

にいがた言友会モットー

参加するには？

にいがた言友会の例会への参加をご希望さ
れる方は、お気軽に顔を出していただければ
と思います。当日の飛び入り参加、大歓迎
です。途中参加、途中退室、OKです。
どうぞご自由にいらしてください。

例会に参加するのは、無料です。また、会
報「ゆきつばき」など各種資料のサンプルなど
もお渡ししています。

例会は、上越市レインボーセンターにて隔月
で行っています。詳しい日程はホームページ、
もしくはお問い合わせください。

「ことば」の障害の一つである吃音（どもり）は、自分の言いたいことが言
えない、言い終わるのに時間がかかるなど、単に表面的な現象にとどまらず
その状況における周りの人からの対応などに左右されて、一人だけで悩ん
でしまうケースが多くあります。そんな吃音の悩みを持つ方に、悩んでいるの
はあなただけではないと知ってもらい、専門家も交えた中で、悩みの克服に
少しでも役に立って欲しいと、私たちは考えています。また、吃音であっても
様々な職業に就き、しっかりと人生を歩み、社会生活をしている人達がい
るという事実を知ってもらい、可能性を閉ざして欲しくないという願いのもと、
1997年に新潟言友会は発足しました。

2002年には、新潟言友会５周年記念大会「新潟県吃音フォーラム」を
開催しました。その後、5年毎に「にいがた吃音フォーラム」を開催しておりま
す。2003年には言友会の全国大会「吃音ワークショップ」を新潟市で行
い、2019年には言友会の中部大会を上越市で行いました。また、2013
年からは吃音の社会的認知度の向上を目指し、10月22日の国際吃音
啓発の日（ISAD）に合わせて吃音啓発イベントを行っております。

そして、2002年の総会では、弊会の発展と向上に向け、 “新潟言友会” 
を “にいがた言友会”に改称しました。

にいがた言友会は、刻々と変化する社会の流れの中で、吃音のある人が
豊かに生きるために何ができるのか・どうすればいいのか、日々考えながら、
小さな集まりを続けています。
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